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①スライド作成で工夫した点 

 今回の発表は顕微鏡写真が多いため、どの写真が何を示しているかを一目でわかるよう

にする必要があった。そこで、それぞれの写真の条件を示す既述の色を変化させることによ

り分かりやすくした。また、データと関連させやすいように配置や大きさを調整した。 

 

②スピーチで工夫した点 

 前述したように写真が多いため、発表の際にはポインターでどの写真のどの部分につい

て言及しているかを示すことが重要であった。また、聴衆のほうを向いてしっかりとスピー

チすることにも注意を払った。 

 

③練習方法等 

 発表練習は学会の 1-2 週間前から始めている。練習の時には通しでやるよりも 1 つのス

ライドを反復練習することが効果的であると考えている。また、学会などには積極的に参加

し、場数を踏むことも大切だと思う。 

 

 


